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オランダでの持続可能な綿花の温室栽培 

：綿花生産における環境保護の推進 

 

持続可能な綿花の温室栽培研究プロジェクトは、オランダでの温室を利用した綿花栽培の実現可能性と将来

性を模索するための先駆的な取り組みです。本プロジェクトは、持続可能性に重点を置き、温室での綿花栽

培が環境と経済に与える影響を調査し、持続可能な農業および紡織業の推進におけるその役割を考えること

を目的としています。G-Starが、Dutch Cotton社およびヴァーへニンゲン大学・研究センター（BU温室・

園芸学科）の農業専門家らの協力を得て、従来の露地栽培に代わる持続可能な選択肢として、温室での綿花

栽培の実現可能性と将来性の研究・調査を行いました。  

 

目的 

1. 温室で育てた綿花の品質、収穫量、および繊維特性を、異なる環境条件および栽培手法の下で調査する。 

2. 温室での綿花栽培の環境フットプリントを、従来の綿花栽培と比較し、水使用量、エネルギー消費、温

室効果ガス排出量、および化学農薬の使用などの点で評価する。 

3. 精密灌漑、総合的な害虫管理、および再生可能エネルギーの利用など、最適化された温室管理手法を通

じて、環境への影響や利用資源の削減の可能性を評価する。 

4. 生産コストおよびバリューチェーンの統合を考慮し、温室での綿花栽培の経済的な実現可能性および市

場潜在力を分析する。 
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主な活動内容 

1. 温室の設置およびインフラ: 気候制御システム、灌漑インフラ、再生可能エネルギー源、および資源効

率の高い手法を取り入れ、綿花栽培に最適な温室設備を設計し、設置する。 

2. 作物の栽培および管理: 持続可能な農業慣行、土壌健康管理、および生物多様性の保全に焦点を当てた

温室綿花生産に合わせた栽培プロトコルを実施する。 

3. 環境負荷評価: 従来の方法と比較して、温室綿花栽培の環境面での利点およびトレードオフを定量化す

るための包括的なライフサイクルアセスメントおよび環境影響分析を実施する。 

4. 経済的実現可能性の分析: 費用対効果分析を通じて、温室綿花栽培の経済的な実行可能性および投資利

益率を評価する。 

5. ステークホルダーの誘致および知識の普及: 研究成果を共有し、対話を促進し、持続可能な綿花生産プ

ラクティスに関する知識交換を促進するために、農業、繊維、および持続可能性の各セクターのステー

クホルダーとの関係構築を行う。 

 

 

結果 

1. 綿花栽培および紡織における環境への影響の削減、資源効率の向上、および社会経済的レジリエンス

（強靱性）の強化のためのベストプラクティスおよび戦略の特定。 

2. 温室綿花栽培が従来の方法に代わる持続可能な選択肢となりうる可能性について、業界関係者や研究者

に情報を提供するための科学的証拠およびデータに基づくインサイトの作成。 

3. 持続可能な綿花生産プラクティスおよび技術の導入を加速するためのイノベーション、協力、および能

力構築の取り組みの促進。 

4. 地域的およびグローバルな農業セクターにおける持続可能な開発目標、気候レジリエンス、および環境

管理面での取り組みへの貢献。 

 

 

持続可能な温室での綿花栽培研究プロジェクトは、持続可能性を促進し、農業システムのレジリエンスを強化

することで、綿花産業をより強靭なものにするための重要な一歩となります。本プロジェクトは、協力と関係

構築を通じて前向きな変革を促進し、オランダおよび世界における綿花生産と紡織業のより持続可能な未来を

創造することを目指しました。 



3 G-Star Sustainable Greenhouse-Grown Cotton Research Report  

温室で綿花栽培を行う利点 

温室で綿花を育てることには、以下のような多くの利点があります。 

1. 収穫量の最大化: 温室では、温度、湿度、光量、換気などの要素を調整し、植物の生長に最適な条件に

沿った環境を作り出すことができるため、収穫量が大幅に向上します。 

 

研究の結果、使用する土地が大幅に削減され、1ヘクタールあたりの効率が大幅に向上することが

分かりました。今回最も効率性の高かったものでは、1平方メートルあたりの綿花の収量が1.2kg

に達し、これは屋外で栽培される平均的な株の5倍から23倍の量に値します。これをさらに最適化

すべく、新しい栽培システムの試験が予定されています。 

 

2. 栽培期間の長期化: 温室は制御された環境のため、自然の栽培時期外でも栽培が可能です。これによ

り、年間を通した生産が可能となり、全体的な生産性が向上します。 

 

本研究の目的を考慮し調べたところ、綿花は温度や光量を特に大きく引き上げることなく、11月

末まで収穫が可能でした。 

 

3. 天候からの保護: 温室は、霜、ひょう、過度の暑さ、風、豪雨などの厳しい天候条件から植物を保護

し、被害を最小限に抑えて、一貫した成長を確実なものにします。 

 

温室栽培を行うことにより、砂や埃が綿花を汚染しないため、生産された綿花はより清潔な状態を

保っていました。さらに、温室で育てた綿花は、屋外で育ったものよりも白さの度合いが優ってい

ました。 

 

4. 病害虫の制御: 温室内で綿花を育てることで、害虫や病気の被害を防ぎ、農薬の使用を減らして、生産

される綿花の損失を最小限に抑えます。 

 

この研究では、綿花は合成／化学農薬を使用せず、自然栽培で育てられました。 

 

5. 節水: 温室環境では、効率的な灌漑システムや水管理の手法を利用することで、露地栽培に比べて水の

使用量を削減できます。 
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この研究では、綿花1キロあたり、推定で最大約95%の節水が達成されました。使用された水はす

べて収集された雨水で、これもさらに再利用されました。 

 

6. 土壌侵食の軽減: 温室環境内でポットを使用して綿花を育てることで、従来の畑での栽培に比べて土壌

侵食が最小限に抑えられます。ポットは植物の生育環境を保持し、風や水による侵食から守ります。こ

れにより、土壌の流失が減少し、土壌の肥沃度が保たれ、長期間にわたって土壌の健全性が維持されま

す。 

 

この研究では、複数の異なるサブストレート（培地）を使用しましたが、ポットでの栽培による土

壌への影響はありませんでした。 

 

7. 地元生産: 温室は地域でのローカル生産を可能にし、長距離輸送の必要性を減らし、地域社会の安全性

と持続可能性を促進します。 

 

このプロジェクトで生産された綿花の移動距離は、温室から最終製品まで643kmでした。最終製

品としての衣料品の平均輸送距離（原材料の輸送を除く）は約9,696kmです。 

 

8. 植物の長寿化: 温室環境では、植物を複数のシーズンにわたって維持することが可能です。 

研究で最も良い育ちを見せたものを選抜し、種子の生産や挿し木を行いました。このプラクティス

の必要性を判断するためには更なる研究が必要となりますが、ブライスヴァイクで最も長寿の株が

現在4年目であることは注目に値します。 

 

 

総合的に言って、温室栽培は制御かつ保護された環境を提供し、作物の生産性、品質、持続可能性を向上させ

るとともに、屋外栽培に伴うリスクを軽減します。
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温室条件 

 

栽培場所 オランダ・ブライスヴァイク 

温室面積 144m2 

品種 Buranda（ブランダ） 

 株数 100株 

栽培時期 3月〜12月 

 

成長スケジュール 
 

植え方:  

温室内では一条植えと二条植えの両方を実施し、両側にそれぞれ二条植えの畝を5列と一条植えの畝を2

列作りました。本実験では、株の半分を一条植え、残り半分を二条植えで栽培しました。その結果、よ

り空間の余裕があり、側枝の生長が促進される一条植えの方がより優れた生育を見せました。 

 

培地（サブストレート）:  

本実験では、ピートとロックウールの2種類の培地が使用されました。 

 

ピート培地の構成 

• 15% ピートリッター フラクション 1 

• 70% ピートリッター フラクション 0 

• 15% パーライト フラクション 3 (0-6 mm) 

• 3.1 kg ドロカル 

• 0.5 kg PGミックス NPK 14-16-18 

 

成長キューブ: 

• 1 cm³の小型ロックウールキューブ 

 

光環境: 
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• 光源は自然光のみで、人工的な補光はせずに日光照射による栽培を行いました。外光レベルが800ワッ

ト/m²を超える11時から15時の時間帯は、日よけを使用しました。 

 

ヒーティング: 

• 夜間は16°C、日中は18°Cの温度で管理し、条件を最適化するとともに、開花期の高湿度を防いでボト

リチスのリスクを低減しました。 

 

換気: 

• 温度が25°Cを超えた場合には、窓を開けて換気を行いました。 

 

湿度: 

• フォギング（噴霧）およびヒーティング技術を利用して、湿度を60％から90％に調整することを目指

しました。 

 

施肥: 

• 綿花に与える水に特定の肥料の混合物を追加し、施肥を行いました。 

 

灌水（水やり）: 

• 植物の大きさ、光量、植物の重量に基づいて、一日に数回水を与えました。 

 

品種: 

• 成長が小ぶりで、かつ豊富な綿花の生産量で知られるブルンダ品種が、今回の主要な試験用品種とし

て選ばれました。 

 

培地／処置: 

• この試験では、2種類の培地（サブストレート）で2通りの植物密度を比較します。 
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測定 

温室環境での綿花の試験栽培では、栽培プロセスのさまざまな側面を評価するため、以下を含む一連の包括

的な測定評価を行いました。 

 

生産：  

• 試験に使われたロックウール、ピートなどの培地や各種処置ごとの生産高の評価  

• 温室面積1 平方メートルあたりの生産量を計算し、効率性と潜在収穫についてのインサイトを取得 

 

綿花の品質: 

• 収穫物の製品としての市場適性を判断するため、繊維の長さ、強度、細さなどの綿繊維の品質を評

価 

 

光の強度： 

• 温室内の光の強度を監視し、植物の生長と発育に最適なレベルを確保 

 

気候： 

• 温度、湿度、二酸化炭素（CO2）量などの環境パラメーターを測定し、綿花にとって好ましい

生育条件を維持 

 

水量と施肥： 

• 水の使用量と施肥の実施状況を記録し、栽培方法の資源効率と持続可能性を評価 

 

生物的防除と化学的作物保護： 

• 環境への影響を最小限に抑えるため、害虫や病気の管理を目的とする生物的防除措置および化学的

な作物保護の観察・監視と、その効果の評価 

 

これらの主要な測定値を細かくモニタリングすることで、温室栽培における綿花の生育に関する貴重なインサ
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イトを得ることができました。このデータは、最適な栽培方法を理解するうえで有益な情報であり、今後、温

室での綿花生産における生産性と持続可能性を向上させていくうえでの指標となります。 



9 G-Star Sustainable Greenhouse-Grown Cotton Research Report  

温室での綿花栽培の結果 

 

2023年3月初旬、試験用の株の準備から栽培を開始しました。増殖は種子と挿し木の両方で実施しました。

2022年に綿花から収穫した種子を植え付けに使用し、また、2022年に育っていた株はそのまま栽培を続け、

新たに発芽したものを育てて挿し木に使用しました。 

 

2023年3月10日に、ピートとロックウールキューブの両方を使用して挿し木を実施しました。3月17日の時

点で、ピートの挿し木は満足のいく成育を見せていなかった一方で、ロックウールの挿し木はより良い生育

を見せました。同時に、3月10日に種子の植え付けを実施し、3月14日に最初の発芽が確認されました。そ

の後、3月17日に苗木をより広い温室区画に移植しました。 

 

前年からの株は2023年4月中旬に開花し始め、最初の挿し木は同年5月3日に、最初の苗木は5月31日に開花

しました。収穫は8月初旬から11月まで実施しました。この期間中、綿花の成長と生産は続いていたものの、

綿花の品質は期待された水準を満たしませんでした。 
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生産 

本研究の結果から、温室栽培の綿花の生産性と潜在収量に関する貴重なインサイトが得られました。

株ごとの生産量を分析することで、綿花の収量を最適化するためのさまざまな栽培方法および環境的

要素の有効性を評価することができました。 

本章で示される調査結果は、持続可能な綿花生産プラクティスに関する理解を深めるものであり、収

穫量と生産性を向上させながら環境負担を減らす手段としての、温室栽培のポテンシャルを浮き彫り

にしています。以下の表は、最も良好な生育を見せた畝の結果を示しています。 

 

一条植えの畝 

培地 ピート 

植え付け 種子 

コットンボールの平均重量 5.1 

株数 12 

１株あたりの綿花の生重量 (g)  602 

平方メートルあたりの株数 1.2 

平方メートルあたりの綿花の生重量 903 

カビ (%) 29 

カビによる損失 (g) 262 

１平方メートルあたりの潜在収量 1165 
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以下の表は、Jewell著「LCA update of cotton fiber and fabric life cycle inventory（仮訳：綿繊

維および布地のライフサイクルに関するLCA最新データ報告）」に基づき、インド、中国、アメリカ、オー

ストラリアの四大綿花生産国における平方メートルあたりの綿花収量データを示したものです。綿花収量は

農業生産性を評価する上で不可欠な指標であり、グローバル綿花市場において重要な役割を担います。異な

る地域間における収量の差異を理解することは、各国の綿花栽培の効率性と有効性に関する貴重なインサイ

トを得ることに繋がります。 

 

 収量 

kg/m2 

割合で見る差異 

kg/m2 

倍数で見る差異 

kg/m2 

オランダ 1.2 
  

インド 0.05 2300% 23倍の綿花量 

中国 0.14 757% 8倍の綿花量 

アメリカ 0.09 1233% 12倍の綿花量 

オーストラリア 0.2 500% 5倍の綿花量 

 

 

2023年の綿花栽培において、以下の通り、いくつか特筆すべき観察結果が得られました。 

• 最も効果的だった培地では、平方メートルあたりの綿花収量が1.2 kgでした。本研究で最も良

好な生育を見せた株は、平均的な露地栽培の綿花と比較して5倍〜23倍の収穫量が得られまし

た。 

• 早期開花: 挿し木から増殖した綿花の株は、種子から育てたそれよりも約2週間早く開花しました。 

• 樹高の上昇：2023年に栽培された綿花は、通常1.2メートルほどに成長する露路栽培の綿花に

比べて樹高が高く、摘心する前で最大3メートル、合わせて最大4メートルにまで達しました。 

• 湿度の問題：重要な時期に相対湿度（RV）レベルが高かった際には、一部のコットンボールに

ボトリチスやムコールなどの病気が発生しました。 

• 生産比較: 成長キューブでの生産量を比較すると、種子から育てた株の生産量は挿し木からの

それと同等であることが確認されました。 
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これらの観察結果は、温室環境での綿花栽培に関する貴重な知見となり、将来の栽培プラクティ

スにおいて、改善や最適化の余地がある部分を明確にします。 
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気候条件  

温室での綿花栽培の成功は、温室環境下で最適な気候条件を作り出し、それを維持することに大きく依存し

ています。ここでは、光と温度の重要な要素に注目し、それらが綿花の生長と生産性に与える影響を見てい

きます。 

 

光 

光は植物の生長と発育に影響を与える最も重要な環境要素の一つです。温室での綿花栽培におい

て、光の量と質は綿花の健全性、開花、そして最終的な収量を左右する極めて重要な決定要素とな

ります。本研究では、光合成および植物の総合的な成長に必要なエネルギーは、自然光のみを使用

して供給されました。この研究では、光の強度と分散具合を調整し、過度の日光曝露を防ぎ、熱ス

トレスのリスクを軽減するために遮光スクリーンを使用しました。 

 

温度 

温度もまた、温室栽培において、綿花の生長と発育に大きな影響を与える重要な気候要素の一つです。

温室内で最適な温度を維持することは、綿花の健全な生長を確実なものとし、開花や結実を促進し、

高い収穫量を得るために不可欠です。 

 

日中、最適な範囲の温度を維持することは、綿花の光合成、生長、開花を促進するうえで不可欠です。

過度な暑さは熱ストレスを引き起こし、光合成の効率低下や収穫量の減少につながりかねません。一

方で、温度が低すぎると、生長と発育の遅れを引き起こす可能性があります。 

 

夜間の温度も綿花栽培において重要な役割を果たし、呼吸、栄養吸収、開花などのプロセスに影響を

与えます。夜間、温室内の安定した温度を維持することで、ストレスを防止し、安定した植物の生長

と発育を確保することができます。 

 

本研究では、温室温度を夜間は16°C、日中は18°Cに保ちました。エネルギー効率を向上させるため、

断熱ガラス、自動気候制御システム、および遮光スクリーンを使用して温度調整を行いました。また、

補助的なヒーティングが必要な場合には、ガスを加熱源として使用し、月平均で13m³/m²のガスを使

用しました。 
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これらの重要な気候要素を理解し、注意深く管理を行うことで、綿花に最適な生育環境を生み、収量、

品質、および総合的な生産性を最大化することができます。 
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水と施肥 

水管理と施肥は温室での綿花栽培において非常に重要な要素であり、植物の生長、収量、および繊維の品質

に大きな影響を与えます。本章では、綿花の温室栽培における水の供給と施肥を最適化するための戦略と技

術に着目します。 

 

水やり 

水は綿花の生長と発育に不可欠であり、光合成、栄養吸収、蒸散などのさまざまな生理学的プロ

セスにおいて重要な役割を果たします。綿花の温室栽培において、最適な健康状態と生産性を確

保しつつ、水の浪費と環境負荷を最小限に抑えるには、効率的な水の管理が極めて重要です。本

研究では、灌漑には雨水のみを使用し、そのうち35%の水を再利用しました。 

 

灌漑システム 

温室での綿花栽培においては、効率的な水供給のため、高度な灌漑システムに依存することが多々あります。

本研究で利用したシステムのひとつに点滴灌漑があり、これは水の供給を正確に制御し、水の損失を最小限

に抑えることが可能です。 

 

水の再利用 

持続可能性の向上と環境負荷の低減を目指し、栽培には水の再利用システムを利用しました。これらのシス

テムは流出水を収集し、灌漑用水として再利用できるように処理することで、水資源の節約と全体的な水消

費量の削減を可能にしました。 

 

Dagdelen et al.（2006）の研究では、トルコでの綿花生産と灌漑レベルとの直接的な相関関係が示されて

います。彼らの研究結果によると、約900mmの水の使用で、約5000kg/haの綿花が収穫されました。ただ

し、これらの数値は土壌の種類、気候、施肥、綿花の品種などのさまざまな要因による影響を受けます。

Mekonnen, M. M., & Hoekstra, A. Y.（2012）の研究によれば、1キロの綿花を生産するためには、約

10,000リットルの水が必要であると推算されています。 
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本研究においては、綿花の健全性と活力を損なわずに水使用量を最小限に抑えるため、灌漑手法

やその実施を綿密に監視しました。以下は、綿花農場における月ごとの水使用量の概要であり、

生長期間を通して平方メートルあたり平均800リットルの水を使用しました。 

さらに、使用された水の約35%が再利用されました。これはさらに280リットルの節水となり、

合計で約95%の節水を達成したことになります。 

 

月 その月の日数範囲における一株あたりの水量（CC） 

4月 250–1500 

5月 500-1600 

6月 1000-6000 

7月 1000-5000 

8月 600-5000 

9月 800-2500 

10月 200-1000 

11月 200-500 

 

 

温室栽培において、効率的な水管理は非常に重要です。水の再利用を可能にするシステムを導入す

ることで、露地栽培と比較して水の消費量を大幅に削減することができます。水を消費するのは、

植物による吸収と冷却のための気化など、システム内での利用のみに制限されます。 
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施肥 

施肥は、綿花の健全な生長と発育、高品質な繊維の生産に必要な栄養素を供給するために不可欠です。温室

での綿花栽培では、環境への影響や栄養の流出を最小限に抑えつつ、最適な栄養供給を確保するため、施肥

を的確に行うことが重要です。 

 

肥料の使用 

本研究では、栽培者が土壌の栄養素レベルを綿密に監視し、綿花に必要な特定の栄養条件を満たすた

め、必要に応じて肥料を施しました。都度の潅水において肥料混合物を供給し、肥料施用が植物の生

長を制限しないよう、排水と培地中の肥料レベルを定期的に測定しました。 

効率的な水管理と正確な肥料施用手法の適用により、環境負荷と資源の使用を最小限に抑えながら、

綿花の健全性、収量、および繊維の品質の最適化を実現しました。 
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害虫防除 

従来、綿花栽培は病害虫対策として化学農薬に大きく依存してきました。本研究では、これらの有害な化学

物質の使用を排除しつつ、綿花の健全性と高い収穫量を維持することを目指しました。 

研究では、綿花栽培に適した制御された環境を作るために、先進的な温室技術を利用し、温度、湿度、光量

などの要素を細かく調整することで、綿花植物にとって最適な生育条件を整えました。また、生物的防除や

コンパニオンプランティングといった自然の害虫対処法を採用し、化学的介入を要しない手法で害虫の防除

を行いました。 

化学農薬を使用せずに害虫の被害や病気を防ぐことに成功した点は、本研究における主要なハイライトの一

つです。温室環境を綿密に監視し、有機的な手法で害虫防除を実施することで、研究チームは栽培期間中を

通じて、健康で害虫に強い綿花栽培に成功しました。以下の表は、潜在的なさまざまな病気を排除するため

に使用された自然の天敵を示したものです。 

 

病害虫 天敵 

アブラムシ ショクガタマバエ（Aphidoletes aphidimyza）、ヤマトクサカゲロウ（Chrysoperla 

carnea）、マメハモグリバエ（Digyphus isaea） 

ハダニ ミヤコカブリダニ（Neoseiulus californicus）、カブリダニ科（Phytoselius）、

チリカブリダニ（Phytoseilus persimilis） 

アザミウマ ナミヒメハナカメムシ（Orius laevigatus）、スワルスキーカブリダニ

（Amblyseius swirski） 

コナジラミ ツヤコバチ科（Enermix, Eretmocerus eremicus） 
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今回の研究結果は、持続可能な綿花生産において重要な意味を持つものとなり得ます。化学農薬の使

用を排除することで、綿花の温室栽培は環境汚染の低減に寄与するだけでなく、農業労働者や周辺の

地域住民に対する健康リスクを最小限に抑えることにもつながります。 

さらに、本研究で利用された手法は、化学農薬の使用が制限されている地域や特に環境的な配慮が求

められる地域での綿花栽培において、妥当な代替手段となり得ます。温室技術と有機的な害虫駆除手

法をうまく活用することで、研究チームは化学農薬を使用しない綿花栽培に向けた有効な道筋を示し、

綿花産業のより持続可能な未来への道を開いたといえます。 
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綿花の温室栽培と露地栽培の比較 

温室環境と露地環境には、それぞれの利点と課題があります。本章では、水使用量、収穫量、および環境へ

の影響などの要素に焦点を当て、温室環境での綿花栽培と従来の露地栽培を比較します。 

 

水使用量 

 

  温室栽培の綿花：温室環境では、成長期を通じて平方メートルあたり約800リットル、また

は一株あたり約400リットルの水が必要です。 

  露地栽培の綿花：屋外で綿花を栽培する際の水供給は、通常、自然の降雨に依存し、必要に

応じて灌漑によって補います。露地栽培の綿花の水使用量は、地域の気候条件や灌漑の状

況によって異なります。1キログラムの綿を生産するには、約10,000リットルの水が必要

とされています。 

収穫量 

   温室栽培の綿花：温室栽培される綿花の収量は、栽培手法や環境条件などの要素に依存しますが、平

方メートルあたり0.5から1.2キログラム、または一株あたり約450から600グラムです。 

   露地栽培の綿花：露地栽培される綿花の収量は、土壌の質、気候、害虫の影響の大きさなどの要素に

よって大きく異なりますが、平方メートルあたり0.05から0.2キログラム、または一株あたり約100

から300グラムです。 

 

農薬の使用 

 

  温室栽培の綿花：温室での綿花栽培では、より精密な害虫防除対策が可能なため、化学農薬の必

要性が低減します。温室環境では一般的に、生物的防除や監視システムなどの総合的病害虫管理

（IPM）手法が採用されます。 

  露地栽培の綿花：屋外での綿花栽培は一般的に、病害虫防除対策として、より頻繁に農薬を散布

する必要があります。害虫の影響の大きさ、気象条件、および輪作体系などの要素によって、綿

花の露地栽培に使用される農薬の量は左右する可能性があります。 
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環境への影響 

·   温室栽培の綿花：温室での綿花栽培は、環境条件を正確に制御できるため、露地栽培に比べて

収量が高く、水使用量が少なくて済みます。しかしながら、温室栽培はヒーティングのためのエネ

ルギーを追加で必要とするため、その分の環境負荷が増します。 

·   露地栽培の綿花：屋外での綿花栽培は自然の環境条件に依存するため、ヒーティングや照明と

いった人工的な調整を必要としません。しかし、露地栽培は害虫の被害、病気、および悪天候の影

響を受けやすく、それが収量と品質に影響を与える可能性があります。 

·  

 

温室での綿花栽培には特有の利点があります。温室栽培は、厳密に制御された環境を提供し、生育条

件を精密に管理することができます。これにより、平方メートルあたりの収量が一貫して増加し、水

使用量が削減され、より優れた品質管理が可能になります。温室栽培は追加のエネルギー使用が必要

となるものの、収量の増大と資源効率の向上は多くの場合、伴う環境負荷をはるかに上回る大きな利

点となります。 

 

最終的に温室栽培を選択するかどうかは、その地域の気候、水の利用可能性、持続可能性目標などの要素に

拠ります。これらの違いをしっかりと理解することで、栽培者は生産方法を最適化し、持続可能で高品質な

綿花の収穫を達成するための、知見に基づいた意思決定をすることができます。 
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